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恒 心

▼
［
そ
の
手
は
桑
名
の
焼
き
蛤
］
の
言
葉
で

知
ら
れ
る
三
重
県
桑
名
市
の
蛤
は
、
江
戸
時

代
か
ら
今
日
ま
で
、
桑
名
の
名
産
と
し
て
多

く
の
人
達
に
愛
さ
れ
て
い
る
。
蛤
は
分
厚
い

肉
で
、
焼
い
て
良
し
、
鍋
も
美
味
し
く
、
蛤

の
出
汁
は
癖
が
な
く
、
最
後
の
雑
炊
は
絶
品
で
あ
る
。
▼

桑
名
の
海
は
、
揖
斐
川
、
長
良
川
、
木
曽
川
の
木
曽
三
川

河
口
に
あ
り
、
河
川
の
上
流
か
ら
、
肥ひ

沃よ
く

な
土
が
運
ば
れ

て
、
蛤
に
適
し
た
海
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
蛤
は
非
常

に
大
き
く
、
立
派
で
あ
る
。
▼
か
つ
て
桑
名
の
浜
は
、
潮

干
狩
り
の
名
所
で
あ
っ
た
。
小
学
校
時
代
を
桑
名
の
隣
、

い
な
べ
市
で
過
ご
し
た
私
は
、
学
校
の
遠
足
で
桑
名
に
潮

干
狩
り
に
行
っ
た
経
験
が
あ
る
。
▼
漁
船
で
沖
に
出
て
、

潮
が
引
き
、
海
底
が
見
え
て
く
る
と
、
熊
手
と
網
袋
を
持
っ

て
、
海
に
入
っ
た
。
熊
手
を
使
う
事
も
な
く
、
足
で
蛤
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
、
浜
一
面
に
蛤
が
あ
っ
た
。

▼
昭
和
30
年
初
頭
か
ら
、
日
本
の
経
済
が
復
興
期
に
入
り
、

三
重
県
四
日
市
の
海
岸
は
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
基
地

に
な
っ
た
。
工
場
か
ら
の
排
水
で
、
き
れ
い
な
海
が
た
ち

ま
ち
汚
い
海
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
隣
接
の
桑
名
の
海
も

影
響
を
受
け
、
汚
染
さ
れ
、
蛤
は
一
時
、
絶
滅
の
危
機
を

迎
え
た
。
▼
そ
の
後
、
環
境
保
全
が
政
治
の
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
、
工
場
か
ら
の
汚
染
水
の
た
れ
流
し
も
な
く
な

り
、
徐
々
に
桑
名
の
海
も
き
れ
い
に
な
っ
て
き
た
。
魚
業

組
合
の
努
力
も
実
り
、
名
産
の
蛤
も
少
し
ず
つ
回
復
し
て

き
た
。
今
は
料
理
屋
で
出
さ
れ
る
蛤
は
、
全
て
地
物
で
あ

る
。
▼
全
国
自
治
体
で
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
中
、
観
光

振
興
は
大
き
な
柱
で
あ
る
。
観
光
の
楽
し
み
の
一
つ
は
、
そ

の
土
地
の
美
味
し
い
物
を
食
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
桑
名
の

料
理
屋
に
は
、
1
年
先
ま
で
予
約
で
一
杯
と
い
う
店
も
あ

る
。
食
材
の
豊
富
な
丹
後
の
自
治
体
も
桑
名
市
を
参
考
に

し
て
、
地
方
創
生
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

内
政
に
外
交
に
安
倍
首
相
は
、
席
を
温
め
る
い
と
ま
も
な
く
東
奔

西
走
の
毎
日
で
あ
る
。
内
に
あ
っ
て
は
、
景
気
回
復
が
最
優
先
課
題
で

あ
る
。
新
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
を
一
日
も
早
く
出
す
た
め
に
、
政
府

は
9
月
26
日
に
召
集
さ
れ
る
臨
時
国
会
で
、
総
額
28
兆
円
を
上
回
る

補
正
予
算
案
を
提
出
、
10
月
上
旬
の
成
立
を
図
り
た
い
意
向
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
承
認
、
関
連
法
案
の
成
立
も
重
要
で
あ
る
。

高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
に
入
っ
た
日
本
、
大
幅
な
内
需
拡
大
は
期
待

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
縮
小
す
る
日
本
経
済
拡
大
の
た
め

に
、
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る
。
外
交
面
で
は
、
北
朝
鮮
の
核
ミ
サ
イ
ル
に
よ

る
脅
威
の
増
大
、
尖
閣
を
め
ぐ
る
中
国
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
、
ロ
シ
ア
と

の
北
方
領
土
返
還
交
渉
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
ど
れ
も
一
筋

縄
で
は
い
か
な
い
難
問
題
ば
か
り
で
あ
る
。
世
界
は
冷
戦
が
終
了
し
た

と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
の
相
対
的
な
地
位
の
低
下
、
強
力
な
中
国
の
誕

生
、
新
興
国
の

台
頭
な
ど
、
歴

史
の
転
換
点
に

あ
る
。
与
党
が

衆
参
両
院
で
安

定
過
半
数
を

持
つ
今
、
日
本

の
政
治
は
、
比

較
的
安
定
し
て

い
る
。
世
界
秩

序
の
維
持
の
た

め
、
安
倍
首
相

の
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が

求
め
ら
れ
て
い

る
。

9月7日、ラオスのビエンチャンで開催された
アセアン＋（日中韓）首脳会議に出席した安倍首相
（出典：首相官邸ホームページ）

諸
外
国
と
の
協
調
で
平
和
の
構
築

内政、外交に東奔西走の安倍首相
28兆円の補正予算で経済対策

内政、外交に東奔西走の安倍首相
28兆円の補正予算で経済対策
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益
々
増
え
る
期
日
前
投
票

問
わ
れ
る
政
見
放
送
、
選
挙
公
報
等

龍
大
に
初
の

大
学
投
票
所
を
設
置　

非
常
に
少
な
い大学

生
の
投
票
数

低
い
投
票
率
に
終
わ
っ
た

参
議
院
選
挙　

嘆
か
わ
し
い

若
者
の
政
治
へ
の
無
関
心

「参議院選挙を終えて考えること」

京
都
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
龍
谷
大
学

と
連
携
し
、
7
月
7
、
8
日
の
2
日
間
、
大
学

生
の
投
票
率
を
高
め
る
た
め
、
龍
大
構
内
に
投
票

所
を
設
置
し
た
。
投
票
出
来
る
人
は
、
伏
見
区

民
の
み
で
あ
る
。
体
の
不
自
由
な
高
齢
者
な
ら
と

も
か
く
、
若
い
学
生
が
、
自
ら
の
住
所
地
に
あ
る

投
票
所
に
足
を
運
ぶ
こ
と
な
ど
簡
単
な
こ
と
で
あ

る
。
従
っ
て
そ
こ
ま
で
大
学
生
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
多
少
、
異
論
の
あ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
龍
谷
大
学
生
で
伏
見
区
に
住
民

票
が
あ
る
学
生
は
、か
な
り
の
数
と
思
わ
れ
る
が
、

投
票
し
た
学
生
は
、
僅
か
40
人
で
あ
っ
た
。
実
に

寂
し
い
限
り
で
あ
る
。
な
お
投
票
所
設
置
に
要

す
る
費
用
は
、
京
都
市
は
約
50
万
円
、
大
学
は

選
挙
管
理
人
、
電
話
機
等
を
負
担
し
た
。
大
学
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
大
学
生
の
投
票
率
向

上
の
取
り
組
み
は
大
し
た
効
果
を
発
揮
し
な
か
っ

た
。

国
政
、
地
方
選
挙
を
問
わ
ず
、
年
々

投
票
率
が
低
く
な
り
、
投
票
率
の
向
上

は
、
各
選
挙
管
理
委
員
会
の
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
の
夏
の
参
議

院
選
挙
か
ら
、
18
才
以
上
に
投
票
権
が

与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
し

い
有
権
者
の
投
票
率
を
上
げ
る
た
め

に
、
各
選
挙
管
理
委
員
会
、
高
校
、
大

学
な
ど
で
は
新
し
い
有
権
者
を
対
象
に

主
権
者
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
18
、
19
才
の
投
票
率
は
20

才
以
上
の
有
権
者
と
比
較
し
て
、
か
な

り
高
く
、
主
権
者
教
育
の
一
定
の
成
果

が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
全
体
の
投
票
率

は
、
54
・
70
％
で
あ
っ
た
。
国
の
運
命

を
左
右
す
る
国
権
の
最
高
機
関
の
国
会

議
員
を
選
ぶ
選
挙
な
の
に
、
国
民
の
半

分
近
く
が
投
票
権
を
放
棄
す
る
と
は
全

く
理
解
に
苦
し
む
。
低
投
票
率
は
現
在

の
生
活
に
満
足
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ

と
も
、
誰
が
政
治
家
に
な
っ
て
も
、
ど

の
政
党
が
政
権
を
担
当
し
て
も
、
自
分

た
ち
の
生
活
に
関
係
が
な
い
と
思
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
7
年
前
に
誕
生
し

た
民
主
党
政
権
の
能
力
の
な
さ
、
迷
走

ぶ
り
で
、
い
か
に
政
治
が
重
要
で
あ
る

か
、
良
く
勉
強
し
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ

で
い
て
、
こ
の
投
票
率
の
低
さ
は
、
ま

従
来
、
投
票
日
に
行
け
な
い
場
合
、
印
鑑
、

投
票
用
紙
を
持
参
し
、役
所
で
理
由
を
述
べ
て
、

不
在
者
投
票
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
多
く
の
人
は
、
億
劫
が
っ
て
、
足

が
役
所
に
向
か
な
か
っ
た
。
選
挙
期
日
前
の
投

票
手
続
き
の
簡
素
化
を
は
か
り
、
選
挙
人
が
投

票
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
平
成
15

年
12
月
1
日
か
ら
期
日
前
投
票
制
度
が
施
行
さ

れ
た
。
投
票
が
簡
単
に
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と

と
、
そ
の
為
に
、
各
陣
営
が
早
く
期
日
前
投
票

に
行
っ
て
ほ
し
い
と
督
促
す
る
た
め
に
、
期
日

前
投
票
が
急
速
に
増
え
て
来
た
。
期
日
前
投
票

が
増
え
て
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
政
見

放
送
が
さ
れ
る
前
、
選
挙
葉
書
が
届
く
前
、
選

挙
公
報
が
配
布
さ
れ
る
前
に
投
票
を
済
ま
せ
る

人
が
か
な
り
あ
る
。
有
権
者
が
候
補
者
の
政
策

を
知
る
前
に
投
票
を
済
ま
せ
て
し
ま
う
。
事
前

に
候
補
者
の
政
策
・
抱
負
を
ど
う
知
ら
せ
る
の

か
が
課
題
と
な
る
。
そ
の
上
政
見
放
送
、
選
挙

葉
書
、
選
挙
公
報
に
多
く
の
費
用
が
掛
か
る
。

こ
れ
ら
も
見
直
す
必
要
が
あ
る
よ
う
だ
。

月日 学生数 住民数 合計（人）

7月7日 16 187 203

7月8日 24 197 221

合計（人） 40
（9.4％） 384 424

投票結果
（京都市選管による）

期日前
投票所数

選挙当日
有権者数
（人）

投票者数
（全体）（人）

期日前
投票者数
（人）

期日前
投票率（％）

A B C C/B

H16.7.11 4,486 102,507,526 57,990,757 7,171,390 12.4

H19.7.29 4,519 103,710,035 60,813,926 10,798,737 17.8

H22.7.11 4,642 104,029,135 60,255,670 12,085,636 20.1

H25.7.21 4,801 104,152,590 54,798,883 12,949,173 23.6

H28.7.10 5,299 106,202,873 58,094,005 15,986,898 27.5

平成15年以降の参議院選挙期日前投票の推移
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参議院議員通常選挙（地方区・選挙区）における投票率の推移注
1

　昭
和
49
年
は
、
投
票
時
間
が
1
時
間
延
長
さ
れ
、
午
後
7
時
ま
で
で
あ
っ
た
。

注
2

　昭
和
55
年
及
び
昭
和
61
年
は
衆
参
同
日
選
挙
で
あ
っ
た
。

注
3

　昭
和
58
年
よ
り
、
拘
束
名
簿
式
比
例
代
表
制
が
導
入
さ
れ
た
。

注
4

　平
成
10
年
よ
り
、
投
票
時
間
が
2
時
間
延
長
に
な
り
、
午
後
8
時
ま
で
と
な
っ
た
。

注
5

　平
成
13
年
に
、
比
例
代
表
制
が
非
拘
束
名
簿
式
に
変
更
さ
れ
た
。

注
6

　平
成
16
年
よ
り
、
期
日
前
投
票
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

総務省選挙部管理課より
こ
と
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
に
執
行
さ

れ
た
参
議
院
選
挙
の
投
票
率
は
次
の
通
り
で
あ

る
が
、
昭
和
55
年
の
選
挙
か
ら
、
約
20
％
ほ
ど

の
落
ち
込
み
で
あ
る
。
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谷
垣
前
幹
事
長
順
調
に
回
復

年
内
に
も
政
治
活
動
を
開
始
か

効
果
が
あ
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用

若
い
有
権
者
の
関
心
を
惹
く

自
民
党
府
連
第
67
回
定
期
大
会

参
院
選
勝
利
で
祝
勝
ム
ー
ド

4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

御礼の挨拶をする二ノ湯議員

公
職
選
挙
法
は
選
挙
運
動
に
関
し
て
色
々
と

規
制
が
多
く
、
も
っ
と
自
由
な
選
挙
運
動
に
す

る
べ
き
だ
と
言
う
意
見
も
多
い
。
今
日
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
活
用
さ
れ
て

い
る
。
選
挙
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

て
、
も
っ
と
身
近
に
有
権
者
に
訴
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
と
、
平
成
25
年
5
月
26
日
か
ら

法
律
が
施
行
さ
れ
た
。
今
回
の
参
議
院
選
挙
か

ら
、
投
票
権
が
18
才
以
上
と
な
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
二
ノ
湯
陣
営
で
は
こ
れ
ま
で
投
票
率
の

低
か
っ
た
若
年
層
対
策
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
選
挙
運
動
を
展
開
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
活
動
は
、
目
に
見
え
る

成
果
は
測
り
に
く
い
た
め
、
ど
れ
だ
け
実
際
の

投
票
に
反
映
さ
れ
た
の
か
検
証
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
し
か
し
、
比
例
区
で
初
当
選
し
た
元
ダ

ン
ス
ボ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プ
「
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
」
の

今
井
絵
理
子
候
補
と
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
配
信
し
た
写
真
を
100
万
人
以
上
の
人
が
閲

覧
し
、
そ
の
内
、
約
10
分
の
1
が
京
都
府
の
人

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
候
補
者
の

政
策
や
人
柄
を
知
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
有
権

者
に
候
補
者
の
考
え
方
や
素
顔
を
知
ら
せ
る
上

で
も
、
一
定
の
効
果
を
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
選
挙
情
勢
の

世
論
調
査
で
は
、
二
ノ
湯
候
補
が
18
、
19
才
で

他
の
候
補
を
圧
倒
し
て
い
た
。

自
民
党
京
都
府
連
第
67
回
定
期
大
会
が
、
9

月
17
日
、
京
都
市
南
区
の
京
都
テ
ル
サ
で
開
催

さ
れ
た
。
7
月
10
日
に
投
開
票
さ
れ
た
参
議
院

選
挙
に
お
い
て
、
京
都
選
挙
区
で
二
ノ
湯
候
補

が
民
進
党
を
押
さ
え
、
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し

た
。
比
例
区
で
も
、
京
都
府
連
所
属
の
2
名
が

当
選
し
、
こ
の
日
の
大
会
は
、
参
院
選
勝
利
の

祝
賀
会
の
様
相
で
あ
っ
た
。
大
会
は
先
ず
、
府

連
会
長
の
西
田
昌
司
参
議
院
議
員
が
「
今
度

の
戦
い
は
、
二
ノ
湯
候
補
が
皆
様
の
御
蔭
で
、

ト
ッ
プ
の
成
績
で
勝
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

し
か
し
京
都
で
は
、
民
進
党
が
な
か
な
か
根
強

い
選
挙
地
盤
を
持
っ
て
い
る
。
今
回
の
勝
利
を

バ
ネ
に
、
来
る
べ
き
衆
議
院
選
挙
で
は
、
全
て

の
選
挙
区
で
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
挨

拶
し
た
。
続
い
て
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
は
、「
国

会
議
員
は
じ
め
各
級
の
地
方
議
員
、
そ
し
て
党

員
、
党
友
、
推
薦
団
体
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
の
お
陰
で
最
高
点
で
当
選
出
来
ま
し
た
。
票

の
重
み
を
認
識
し
、
選
挙
期
間
中
に
約
束
し
た

政
策
の
実
現
に
地
元
選
出
の
国
会
議
員
と
力
を

合
わ
せ
、
一
生
懸
命
努
力
を
重
ね
た
い
」
と
御

礼
の
挨
拶
を
し
た
。
な
お
今
大
会
は
役
員
改
選

時
期
で
な
い
た
め
に
、
府
連
会
長
は
西
田
昌
司

参
議
院
議
員
、
幹
事
長
に
は
寺
田
一
博
京
都
市

会
議
員
が
引
き
続
き
務
め
る
こ
と
に
な
る
。

7
月
16
日
に
自
転
車
事
故
で
怪
我
を
し
た
谷

垣
禎
一
前
自
民
党
幹
事
長
は
、
頸
随
損
傷
の
手

術
も
無
事
に
終
わ
り
、
現
在
は
毎
日
、
機
能
回

復
訓
練
に
専
念
し
て
い
る
。
事
故
後
、
谷
垣
氏

の
容
態
が
、
家
族
以
外
全
く
分
ら
ず
、
色
々
な

憶
測
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
地

元
京
都
の
人
は
勿
論
の
こ
と
、
谷
垣
氏
を
囲
む

政
治
家
も
気
を
揉
ん
で
い
た
し
、
詳
し
い
情
報

を
欲
し
い
と
願
っ
て
い
た
。
9
月
12
日
、
谷
垣

氏
を
中
心
と
す
る
政
策
グ
ル
ー
プ
有
隣
会
の
研

修
会
が
軽
井
沢
で
開
か
れ
た
。
そ
の
席
上
で

は
、
幹
部
の
人
か
ら
、
谷
垣
氏
の
近
況
が
聞
か

れ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
谷
垣
氏
の
弟
で
あ
る

信
行
氏
が
谷
垣
氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
参
し
、

参
加
者
に
披
露
し
た
。
幸
い
に
リ
ハ
ビ
リ
に
励

み
、
順
調
に
回
復
し
、
近
い
将
来
、
政
治
活
動

を
開
始
出
来
る
こ
と
が
分
か
り
、
参
加
者
一

同
、
安
心
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

有隣会の皆様へ

衆議院議員　谷 垣 禎 一

有隣会の皆様、本日の研修会に出席できず申し訳あ
りません。
7月16日にけがを負いましたが、それ以来皆様には
大変ご心配いただきましたこと、心から御礼申し上げ
ます。それと同時にこの間、皆様に多大なご迷惑をお
かけしましたことを改めてお詫び申し上げます。
現在、外科的な措置は完全に終了しており、機能回
復のためのリハビリに集中して取り組んでおります。
少しずつではありますが、毎日確実に効果が上がるの
を実感しています。今しばらくはリハビリに専念し、
1日も早く仕事に復帰できるよう努力してまいります。
それまで皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、お
許しをいただきたく存じます。

長年ご指導をいただいた加藤紘一先生が逝去され
たことは誠にさびしい限りです。加藤鮎子先生に大き
く育っていただくためにも、残された我々が頑張って
いかなくてはと思っております。心からご冥福をお祈
りいたします。

平成28年9月12日
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一
、
東
京
都
知
事
選
挙
は
、
事
前
の
予
想
通
り
、

小
池
氏
が
当
選
し
た
。
自
民
・
公
明
推
薦
の
増

田
氏
、
野
党
統
一
候
補
鳥
越
氏
を
圧
倒
し
た
。

余
り
の
圧
勝
ぶ
り
に
、
小
池
氏
の
処
分
問
題
は
、

不
問
に
付
さ
れ
た
。
都
議
会
と
小
池
氏
と
の
対

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張
にご賛同いただき、ご入会下さいますよ
うお願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

二
ノ
湯
議
員
書
道
展
に
出
品

二
ノ
湯
議
員
は
、
8
月
下
旬
、
奈
良
県
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
眞
龍
書
道
会
」
の
書
道

展
に
出
品
し
た
。
今
回
の
書
は
論
語
為
政
に
あ

る
「
七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る
所
に
従
っ
て
、

矩の
り
を
踰こ

え
ず
。」
訳
は
、
七
十
歳
。
も
は
や
心
の

思
う
ま
ま
に
ふ
る
ま
っ
て
、
し
か
も
道
義
か
ら

外
れ
る
こ
と
が
な
い
、
こ
う
い
う
境
地
に
至
っ

た
の
だ
。
こ
の
名
言
を
選
択
し
た
の
は
、
71
才

に
な
っ
て
、
敢
え
て
今
年
の
夏
の
参
議
院
選
挙

に
挑
戦
し
た
気
持
ち
を
込
め
た
も
の
で
あ
る
。

決
は
今
後
ど
う
な
る
の
か
、
注
目
で
あ
る
。

一
、
8
月
3
日
、
第
3
次
安
倍
再
改
造
内
閣
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
党
役
員
の
交
代
も
あ
っ
た
。

安
倍
首
相
は
谷
垣
氏
の
幹
事
長
の
続
投
を
希
望

し
て
い
た
が
、
谷
垣
氏
の
容
態
が
思
わ
し
く
な

く
断
念
し
た
。
谷
垣
氏
は
見
識
豊
か
で
、
温
厚

な
人
柄
、
一
日
も
早
い
復
帰
を
望
み
た
い
。

一
、
相
次
ぐ
弾
道
ミ
サ
イ
ル
、
潜
水
艦
発
射
弾

道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実
験
、
そ
し
て
、
今
度
は

5
回
目
の
核
実
験
を
強
行
し
た
。
北
朝
鮮
の
核

兵
器
の
性
能
は
確
実
に
向
上
し
、
最
も
脅
威
を

受
け
る
の
は
、
射
程
距
離
内
に
あ
る
韓
国
と
日

本
で
あ
る
。

一
、
リ
オ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
了
し
た
。
心

配
さ
れ
て
い
た
運
営
に
も
大
し
た
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
終
了
し
た
。
開
催
前
施
設
の
準
備
不
足
、

運
営
の
不
手
際
な
ど
が
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
で
報

道
さ
れ
て
い
た
。
テ
レ
ビ
で
観
戦
す
る
限
り
、

全
く
そ
の
こ
と
を
感
じ
な
か
っ
た
。

一
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
せ
い

か
、
夏
の
甲
子
園
大
会
も
今
一
つ
盛
り
上
が
り

に
欠
け
た
。
都
道
府
県
の
代
表
で
あ
る
が
、
各

チ
ー
ム
と
も
地
元
出
身
者
が
少
な
い
せ
い
か
、

地
元
も
熱
が
入
ら
な
い
。
高
校
野
球
も
原
点
に

返
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

一
、
民
進
党
の
代
表
選
挙
が
終
わ
っ
た
。
予
想

通
り
蓮
舫
氏
が
選
ば
れ
た
。
選
挙
期
間
中
、
氏

の
国
籍
を
め
ぐ
っ
て
色
々
と
話
題
に
上
っ
た
。

台
湾
籍
が
あ
る
の
か
無
い
の
か
、
答
え
が
二
転

三
転
し
た
。
本
人
は
も
っ
と
早
く
、
素
直
に
台

湾
籍
が
残
っ
て
い
る
と
言
う
べ
き
だ
っ
た
。

一
、
医
療
費
が
前
年
に
比
べ
、
3
・
5
％
伸
び
、

41
・
5
兆
円
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
高
齢
化
が
進

む
と
、
医
療
費
は
益
々
増
大
す
る
。
新
し
い
特

効
薬
が
開
発
さ
れ
、
そ
れ
が
保
険
適
用
さ
れ
、

薬
剤
費
の
伸
び
が
著
し
く
な
る
。
医
療
費
抑
制

の
た
め
、
健
康
長
寿
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
。

場所：龍谷大学アバンティ響都ホール
（京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）

講師：岡本幸治 塾長

＜お問い合わせは事務局へ＞（担当：奥井寛之）
日本真生塾事務局（二ノ湯事務所内） TEL：075-351-2228／FAX：075-315-2310
詳しくはFacebookページをご覧ください。https://www.facebook.com/nipponshinsei

日本真生塾　塾長　岡本幸治

若くして日本的社会主義の理論を構築、急進的変革思想と具体
策の提示により昭和の日本政治に大きな衝撃を与えた『北一輝』の
実体に迫ります。

「日本真生塾」　例会のお知らせ
第73回 10月31日㈪ 18時30分～21時

第74回 11月28日㈪ 18時30分～21時

自民党
政経文化懇談会のお知らせ

TEL075-315-2228　FAX075-315-2310
☆お問合せ、お申し込みは二ノ湯さとし事務所まで

自民党は夏の参議院選挙で、過半数の議席を獲
得することができました。京都選挙区においても、
皆様のお陰で自民党が民進党を引き離し、トップ
当選させて頂きました。自民党は国、地方の政治
に責任を持ち、国民の負託に応えてまいります。
なにとぞ、今後とも自民党に温かいご支援をお願
い申し上げます。恒例の「政経文化懇談会」を今
年も開催することになりました。厳しい経済環境
の下、誠に恐縮ですが、なにとぞご協力下さいま
すよう、お願い申し上げます。

◆日時　平成28年11月20日（日）
　　■午後1時から　時局講演会
　　　　　講演『文化庁の京都移転について』
　　　　　 松野博一 文部科学大臣

　　　　　パネルディスカッション
　　　　　　　　コーディネーター 西田昌司 府連会長

　　　　　　　　パネリスト 松野博一 文部科学大臣

　　　　　　 山田啓二 京都府知事

　　　　　　 門川大作 京都市長

　　■午後2時30分から　懇親パーティー
◆場所　国立京都国際会館（京都市左京区宝ヶ池）

◆会費　3万円

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい

年間購読料　1,200円
郵便振替口座　01000 - 4 - 62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com


